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植
物
な
ど
の
細
密
画
を
描
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
10
年
ほ

ど
前
に
野
外
観
察
を
し
て
い
る

と
き
で
し
た
。
植
物
の
特
徴
を

覚
え
た
り
後
で
図
鑑
で
調
べ
ら

れ
る
よ
う
に
ス
ケ
ッ
チ
を
と
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
最
初
は
花
ビ
ラ
の
付
き

方
や
雄
し
べ
雌
し
べ
の
形
、
葉

の
付
き
方
や
鋸
葉
の
出
方
な
ど

一
部
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま
し

た
が
、
全
体
を
描
く
よ
う
に
な

り
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
彩
色
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
物
を
見
て
観
察
し
な
が
ら

描
く
の
で
、
描
い
て
る
途
中
で

植
物
が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
次
の

年
に
続
き
を
や
っ
た
り
と
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
昆
虫
の
標
本

を
つ
く
る
仕
事
の
関
係
か
ら
昆

虫
も
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
動
き
の
あ
る
も
の
は
標
本

だ
け
で
な
く
、
野
外
で
の
観
察

や
写
真
な
ど
も
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
植
物

や
昆
虫
な
ど
を
描
き
と
め
て
い

く
の
が
私
の
夢
で
す
。

7月上旬に台湾中部山岳

へナガレアシナガバエ属

Diostracusの調査に行きまし

た。本研究は日本、台湾、

中国の研究者との共同研究

で、今回は台湾東海大学の

大学院生と一緒に調査をし

ました。

ナガレアシナガバエは、

北米と東アジアに隔離分布

し、生息環境は主に冷温帯

から暖温帯の山地の渓流と

いう限定された場所です。

起源は古く、第三紀に北半

球に広域分布していたもの

が、第四紀の氷期にそれぞ

れの大陸で山伝いに南下

し、山地の渓流で生き延び、

このような隔離分布になっ

たものであろうと考えられ

ています。しかし、このハ

エの化石を得るのは困難

で、このことを証明するの

は難しいことです。そこで、

現在のハエの分布とそ

のＤＮＡ塩基配列を用

いた系統解析により、

分化時期・分散経路・生

息環境を推定しようと

考えています。これに

より、遠く離れた台湾

の山奥のハエと日本の

ハエの歴史がつなが

り、身近なハエの壮大

な歴史が実感出来るこ

とでしょう。

２
年
越
し
で
植
物
を
ス
ケ
ッ
チ

ディスカバリー・ルームの
カウンターはいつもにぎわっ
ていますね。

ここは、ディスカバリー・
ボックスの貸出し場所になっ
ていて、とても人気のコーナ
ーなんです。

どのボックスがよく利用さ
れますか？

だいたいどれも人気です
が、「骨格を組み立てよう」
や「日本のおもちゃ」「土器
パズル」などが特に人気です。

どんなふうにみなさん使っ
ていますか？

使い方は借りる方の数だけ
あります。使い方は限定され
ていないので、表示してある
使い方だけではなく、自分で
新しい使い方を発明したり、
「自分ならでは！」の利用方法
で楽しんでいらっしゃいます。

子どもたちのおもしろい反
応はありますか？

「骨格を組み立てよう」（人
のレプリカの骨格標本がつま
ったボックス）で、３歳くら
いの男の子が「…これ、だれ
か死んだの？　だれの骨？」
と恐る恐るつぶやいていた
り、パズルなど完成させた時
のニコニコ顔をみると、こち
らもうれしくなってきますね。

ボックスはいくつくらいあ
るんでしょうか？

いつも30種類くらいでてい
ます。内容はいつも同じでは
なく、新しいボックスがデビ
ューしたり、利用者の反応に
よってボックスの中身が改良
されたり、常に変化していま
す。それに気付いてもらえた

時は、スタッフとしてやりが
いを感じますね。ディスカバ
リー・ボックスだけでなく、
その他の展示も季節によって
変化しているんですよ。利用
者の方も季節に合わせ、展示
を楽しんでいらっしゃいます
ね。
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ディスカバリールームには子どもたちが、さまざまな不思議を体験し学習するためのコーナーがいくつ
もあります。今回は担当者の松尾 知（嘱託）に利用者の方々の反応について話を聞いてみました。

日本のおもちゃ

種あかし

骨格を組み立てよう

合歓山（標高3417ｍ）。ナ
ガレアシナガバエは水飛沫
のかかる石の上にいる
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